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25 3 生徒アンケートの肯定的意見が９２．２％（「そう思う」…４７．８％、「どちらかというとそう思う」…４４．４％）　　昨年度８８．６％ 3

※ 2.33 昨年２．３２

※ 2.04 昨年２．０４

学校教育評価表　（小・中学校）

大津市立　　南郷中　　学校

評価の基準  （ ３：よくできた　　２：できた　　１：あまりできなかった　　０：まったくできなかった ）

項　　　目 評　価　の　観　点

　主体的・対話的で深い学
び

 支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践 生徒は、「学校では相手の立場を尊重し、思いやりを持って接している」と肯定的に回答した生徒は９７．２％で、保護者が９５．１％、教職員においては、「ルールや規
範意識を身につけさせるため全教育活動を通して指導している」の肯定的な回答が１００％といった高い値で、生徒が安心して過ごせる集団づくりに取り組んでいる。
今年度の校内研究では、「主体的な学び」と「思考力の向上」を目指し、タブレット端末を効果的に活用した授業実践に取り組んだ。年３回の校内授業研究会を行い、
「協働的な学び」と「個別最適な学び」の実現に向け研究を進めた。生徒の「授業はグループでの話し合いや教え合いの活動を多く取り入れている」が９４．１％、「授業
ではタブレット端末等ICT機器を使った活動が取り入れられている」が８６．６％と高い値を示している。

3 協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育
成を図る授業の工夫改善（ＩＣＴの活用含む）

 主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修会
の実施

　道徳教育の充実

 生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的
実践力を育てる活動の実施

全国学力・学習状況調査の質問紙調査において、「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に肯定
的な回答をした生徒はそれぞれ９４．０％、９７．４％と「規範意識」の高さが見られた。教職員は「優しさや思いやりなど人権尊重の気持ちが育つように道徳をはじめ全
教育活動を通して指導している」の項目において１００％であった。今年度も例年に引き続き「特別の教科　道徳」の授業研究を各学年ごとに進め、担任以外の教員が
授業にかかわるなど、多面的・多角的な見方ができるよう工夫した。教員同士の授業参観等は行っているものの、保護者、地域の方々等への道徳に特化した公開授
業は行えなかった。

3 ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる道徳科の授
業・評価に関する研究

 保護者等への道徳科の授業公開

  体力づくり

 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善 体育の授業において、生徒が主体的に取り組めるよう様々な競技を体験する等授業内容を工夫したり、３年間を通して単元縦断的な授業計画をしたりすることで、生
徒が主体的に身体を動かす授業づくりを行うことができた。１年生では、講師の方を招いて高強度インターバルトレーニングを取り入れたり、冬場は全学年とも持久走
を行うなど、体力づくりの推進に努めた。熱中症等にならないように安全に配慮して体育の授業や部活動を行ってきたが、怪我をする生徒が多かったので活動の方法
や生徒への指導の徹底が今後も必要である。

3 体力づくりを推進する運動実践

 生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体を動かそうと
する意欲の育成

  指導改善
   （組織的・計画的）

 学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善 授業だけでなく、昼休みや放課後を利用して学力補充に各学年とも取り組んできた。また学力向上委員会において、学年間の取組の交流を行ったり、学力向上にお
ける小中連携を推進している。校内研究では学び合いやタブレットの効果的な活用を進める一方で、授業における「めあて」や「振り返り」が全職員で徹底できていな
いところもある。また、ＯＪＴについても初任者研修で実施しているが、もう少し対象を広げた取り組みを今後行っていけるとよい。働き方改革については、週１回の定
時退勤日および部活動休養日の設定を行ってきたが、生徒指導等で退勤が遅くなることが多い。連絡アプリの利用やスクールサポートスタッフは大変有効であった。
今後は、効率よく業務を進め教育活動の質が向上するよう、業務の見直し、行事の精選、組織の改編等に取り組んでいく必要がある。

3 教職員の指導力、情報活用能力、及び組織的な教育力の
向上

 働き方改革の取組と教育活動の質の改善

  育ちと学びを支える
   連                携

①
家庭・地域との

連携・協働

子育てや家庭教育に対する 保護者への積極的な支援 今年度は授業参観を年２回と学級懇談会、部活保護者会、個別懇談会を実施し、体育大会に加え文化祭も保護者が観覧する機会が持つことができた。また子育て
等に悩む保護者には、ＳＣにつなぐなどの個別の対応を行った。また、学校の様子を「学校だより」「学年通信」等により連絡アプリtetoruやホームページを活用して発
信した。今年度からは、学校運営協議会を開催し、生徒が地域の活動に参加したり、地域の方が学校へボランティアに来ていただく等の活動も始めることができた。
防災訓練として、火災・地震・不審者の内容で年３回実施し、さらには教職員向けの不審者対応訓練も行った。

3 保護者・地域との交流や情報発信、参観、 懇談会、研修
会の実施、地域人材の活用

 防災教育・感染症対策等の推進を含む、地域の実態に応
じた安心・安全な学校づくり

②
 保幼小中の
 連        携

 子どもの校種間交流や教員の出前授業 夏休みを利用し、講師を招いて「生徒の適切な見立てと手だて～関係機関との連携方法について～」をテーマに保幼小中連携の研修会を実施した。英語科では、小
中の教員が集まり、教科指導について研修を行った。生徒会の生徒が学区の小学校に出向き、入学に向けて６年生に中学校の様子を説明した。入学説明会時に中
学校で小学校６年生対象の体験授業を行った。３年生の保育実習や２年生の職場体験が復活し、保育園や幼稚園で実習をさせていただいた。教務主任会では、保
幼小中の年間の行事計画等を持ち寄り調整を行った。今年度は、中学校の生徒指導担当が中心に小学校の子どもたちの様子を積極的に参観に行った。今後は、一
方通行ではなく小中互いに交流機会を持ち、生徒指導面、学習面、教育課程等幅広く連携していきたい。

2 校種間の授業公開や合同研修会

 保幼小中の接続期の教育課程編成等、円滑な接続を図る
校種間のカリキュラム研究

組織的体制の
充　　　　　　実

①
生徒指導体制の
充　　　　　　  実

 いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課題の早期
発見、日常的な予防指導　※ 昨年度に引き続き、生徒指導主事、子ども支援コーディネーター、生きる力加配教員を中心に、関係機関やＳＣ、校園や地域等と連携を図りながら、組織的な対応を

推進した。毎週、生徒指導部会と教育相談部会を開催し、情報共有から生徒の見立てや指導方針の確認を行った。また、毎日の事案等については、生徒指導主事が
すべて把握し全教職員に発信して情報共有を図った。例年ＳＮＳに関するトラブルが多いため、１年生のスマホ安全教室の実施に加え、事あるごとに全校的にSNSの
利用についての指導することにより、今年度はかなりSNSのトラブルが減った。

3 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進　※

 家庭・地域・関係機関との連携による指導

②
特別支援教育の
充　　　　　　  実

 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用 特別な支援を必要とする生徒が多い中、特別支援教育コーディネーターが校内で個別指導計画作成の研修会を行い、指導計画をもとに学校生活支援員を活用しな
がら組織的、計画的に支援を進めた。関係機関との連携については、教育支援センターをはじめとする各関係機関との連携やスクールカウンセラーとの連携、市の
巡回訪問等により、生徒の見立てを適切に行い、個別支援に生かすよう努めた。また小学校と連携し、５年生・６年生の児童やその保護者が事前に中学校を見学した
り、面談等を行い、中学校生活への理解や不安解消に努めた。

3 組織的・計画的な特別支援教育体制の確立

 関係機関と連携した相談体制の充実

※　特にいじめについては、学校基本方針の評価と関連させて行うこと

　学校満足度 　児童生徒の学校満足度

　児童生徒アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

　保護者アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

＊各校の学校評価書から上記の1～25の観点にかかる自己評価および学校関係者評価結果を取り出し、本表に移記ください。
＊評価の項目と関連があると考えられるＳＤＧｓの目標を参考として表示しています。


